
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年５月２４日               NO,４３９ 

 

 前議会に設置され、議会のインターネット中継や報告

会、議会基本条例などについて検討してきた「議会改革

特別委員会」が８日の臨時議会で設置され、今期も開か

れた議会について検討をすすめることになりました。 

 議会改革特別委員会の委員長は大島崇行議員、副委員

長は久保健二議員で、委員は３常任委員長、会派からの

代表と会派外議員などの１１人で構成されています。 

 安倍内閣は１４日、「戦争法案」を閣議決定し、１５日に国会に提出しま

したが、全国各地で「９条壊すな！戦争する国づくり反対！「共同の力で

戦争法案を阻止しよう」の声が広がっています。 

 国会に提出された法案は、アメリカが世界のどこであれ戦争に乗り出せ

ば、「戦闘地域」で自衛隊が軍事支援をおこない、戦乱がつづく地域で自衛

隊が治安維持活動に参加し、日本が攻撃されていなくても集団的自衛権を

発動し、アメリカの起こした戦争に参戦すると 

いうものです。 

 大東議員は、１６日と１７日に街頭から「み 

なさんの子どもや孫を、殺し殺される戦場に行 

かせてはなりません。力を合わせて戦争法案を 

阻止しましょう」と訴えました。 

 

 

 
 １４年以上乗っている軽自動車の軽自動車税が２０％引き上げられ、そ

の一方で、今年度中に新車を購入すると２０１６年度（平成２８年度）の

１年限りですが「エコ性能」によって最高５０％の減税を受けることがで

きます。 

 これでは、長年大事に乗り続けている軽自動車を「早く新車に買い換え

ろ」といっているのと同じことであり、メーカーに甘く国民には冷たいや

り方です。 

     色地蔵 

 栄町の砥石坂を登った升形の辻 

の上（利南幼稚園のとなり）に、 

お地蔵様が立っています。 

 このお地蔵様は、享保１１年（ 

１７２６）に建てられたもので、 

昔は色地蔵とよばれていました。 

 “辻のお地蔵さんは、女が好き 

だ。女が通ればにこにこ。男が通 

れば横を向く。”と言われていた 

そうです。 

      上沼須神明宮の芭蕉句碑 

                 上沼須神明宮は、丸みを帯びた

自然石に彫られた芭蕉の句碑が

竹林を背に建っています。 

  この句碑は、沼田街道の三本辻

にあったものと言われています。 

彫りは浅いものですが、元禄７

年（１６９４）に伊賀上野の雪芝

亭で芭蕉が詠んだ“涼しさや 直

に野松の 枝の形”の句が彫られ

ています。 

             

 沼田市消防団ポンプ操法競技会が１７日、沼田公園野

球グランドで開かれ、ポンプ車の部に１０チーム、小型

ポンプの部に１２チームが参加しました。 

                第１分団第４部 B

（ポンプ車の部）、第

２分団第３部（小型ポ

ンプの部）が優勝しま

した。 

                ６月７日には、郡市

大会が開かれます。 
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